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審 査 結 果 の 要 旨 
 
膝関節は大腿脛骨関節と膝蓋大腿関節（patellofemoral joint: PF 関節と略）から構成され，こ
れらの関節軟骨の変性や摩耗を引き起こす疾患が変形性膝関節症（osteoarthritis of the knee: 膝
OA と略）である．膝 OA では大腿脛骨関節の内側が主病変となることが多く，関節温存術と
して内側開大式高位脛骨骨切り術（medial open-wedge high tibial osteotomy: HTO と略）が普及
してきている．HTO では脛骨近位部を骨切りして内側を楔状に開大し，下肢を矯正する．術後
に膝蓋骨の位置や PF 関節の適合性も変化するため PF 関節の軟骨変性のリスクがあるが，変形
矯正量との関連性は明らかにされていない．本研究では，膝 OA に対して HTO を施行した症例
の PF 関節の軟骨を評価し，変形矯正量が PF 関節の軟骨変性に与える影響を解明することを目
的とした． 
申請者は，内側型の膝 OA に対して HTO を施行した 57 例 57 膝を対象とし，初回手術時と抜
釘時に関節鏡を施行した．PF 関節の軟骨変性の重症度を International Cartilage Research Society
（ICRS）分類で評価した．術前後で重症度が進行した症例を変性群，しなかった症例を非変性
群と定義した．単純 X 線像で下肢の形態を hip-knee-ankle（HKA）angle，脛骨近位部の形態を
medial proximal tibial angle（MPTA），膝蓋骨の位置を Blackburne Peel ratio，PF 関節の適合性を




変化量であるΔHKA angle は変性群で 11.7±4.1°，非変性群で 8.3±3.2°，ΔMPTA は変性群で
9.4±3.5°，非変性群で 6.6±2.5°であった．非変性群に比べ変性群で変形矯正量が有意に多かっ
た．ΔLTA は非変性群で 3.4±4.9°，変性群で 1.1±3.2°と変性群で少なかった．ICRS 分類の重
症度の進行を予測するためのΔMPTA のカットオフ値は 10°で，感度および特異度はそれぞれ
56.7%，88.9%であった． 
本研究では 57 膝中 30 膝で PF 関節の軟骨変性が進行し，ΔHKA とΔMPTA は変性群で有意
に大きかったことから，PF 関節の軟骨変性の進行と変形矯正量が関連していたことが判明した．
また，ΔMPTA のカットオフ値の分析から，10°以上の変形矯正で PF 関節の軟骨変性を生じる
可能性が明らかとなった．本研究では 2 群間でΔLTA に有意差があり，膝蓋骨の傾斜量に違い
がみられたことから，変形矯正量の多い場合に PF 関節の適合性が影響を受け，PF 関節の軟骨
変性が進行したと考えた． 
以上が本論文の要旨であるが，HTO における変形矯正量が術後の PF 関節軟骨変性と関連し
ていることを示した点で，医学的に価値ある研究と認める． 
 
令和 2 年 11 月 19 日  
 
審査委員  教授  高 橋 謙 治  ㊞ 
 
審査委員  教授  三 上 靖 夫  ㊞ 
 
審査委員  教授  武 藤 倫 弘  ㊞ 
